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2024年12月13日 
株式会社日立システムズ 

株式会社北海道日立システムズ 
株式会社九州日立システムズ 

株式会社日立システムズエンジニアリングサービス 
株式会社日立システムズフィールドサービス 
株式会社日立システムズパワーサービス 

 

日立システムズとグループ会社 5社が「がんアライアワード 2024」に認定 
 
株式会社日立システムズ（代表取締役 取締役社長：柴原 節男、本社：東京都品川区／以下、日立シス

テムズ）はこのたび、がんを治療しながら働く「がんと就労」問題に取り組む民間プロジェクト「がんアライ部」（代表
発起人：功能 聡子、岩瀬 大輔）が発表した「がんアライアワード 2024」で、最上位ランク 「ダイヤモンド」を受賞
したことをお知らせします。日立システムズは前回の「がんアライアワード 2023」まで 6年連続で「ゴールド」を受賞して
おり、今回は、昨年新たに設置された最上位ランクの「ダイヤモンド」を受賞しました。 
また、国内グループ会社 5 社についても、株式会社九州日立システムズ、株式会社日立システムズエンジニアリ

ングサービス、株式会社日立システムズフィールドサービスが「ゴールド」、株式会社北海道日立システムズ、株式会社
日立システムズパワーサービスが「シルバー」を受賞しました。 

 

 
日立システムズグループ各社が受賞した「がんアライアワード 2024」ロゴ 

 
「がんアライアワード」は、がんを治療しながら働く人を応援する団体を表彰するものであり、以下を通じてがんを治

療しながらいきいきと働ける職場や社会の実現をめざしています。 
・がんり患者が働きやすい職場の要件を企業側が認識し、社内施策を推進するきっかけとする 
・企業の取り組みを表彰することで、がんり患者が働きやすい職場づくりを応援する 
・取り組み事例の中から、グッドプラクティスを公開し、広く社会に認識してもらう 
 
日立システムズグループでは、従業員の自律的成長を支援する「成長機会」と心身の健康を保てる職場環境を示
す「安心・安全」の2軸を調和させ、個人と会社双方にとっての新しい価値の創造をめざす人財戦略「SMILE∞2.0」
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のもと健康経営に取り組んでいます。がんを治療しながら働く従業員への取り組みでは、がんり患者の味方「アライ
（ALLY）*1」であること、および、がんを身近なものとして捉え、理解を深める取り組みを進めることを宣言し、推進
しています。 
 
日立システムズグループは、今後も、多様な働き方を支援し、従業員一人ひとりが健康でいきいきと、最大限の能
力を発揮することができる環境づくりに継続的に取り組みます。そして、いきいきと働く多彩な人財と先進の情報技
術を組み合わせた独自のサービスによって、お客さまのデジタルトランスフォーメーションに貢献する新たな価値を創造
してまいります。 
*1 ALLY(アライ)：「味方」の意味。日立システムズでは、LGBTQIA＋をはじめ、ダイバーシティに関する社会的課題について自分ごととして捉え、その解決に向けて
動く人を表す。 
 

■アワードを受賞した日立システムズグループ各社の「がんと就労」に関する主な施策について 
【日立システムズ】 
https://case-studies.gan-ally-bu.com/article/2024_hitachi-systems 
 
【株式会社北海道日立システムズ（代表取締役 取締役社長：佐藤 和夫、本社：北海道札幌市）】 
https://case-studies.gan-ally-bu.com/article/2024_hokkaido-hitachi-systems 
 
【株式会社九州日立システムズ（代表取締役 取締役社長：荒井 正純、本社：福岡県福岡市）】 
https://case-studies.gan-ally-bu.com/article/2024_kyushu-hitachi-systems  
 
【株式会社日立システムズエンジニアリングサービス（代表取締役 取締役社長：桑原 俊夫、本社：神奈川県
横浜市）】 
https://case-studies.gan-ally-bu.com/article/2024_hitachi-systems-es  
 
【株式会社日立システムズフィールドサービス（代表取締役 取締役社長：萩原 亮、本社：東京都江東区）】 
https://case-studies.gan-ally-bu.com/article/2024_hitachi-systems-fs  
 
【株式会社日立システムズパワーサービス（代表取締役 取締役社長：南 邦明、本社：東京都港区）】 
https://case-studies.gan-ally-bu.com/article/2024_hitachi-systems-ps  
 
■「がんアライ部」について 

https://www.gan-ally-bu.com/ 
 
■日立システムズの人財戦略「SMILE∞2.0」について 
https://www.hitachi-systems.com/sustainability/social_report/employees/index.html 

https://secure-web.cisco.com/14NQkF2Q1eXFa8he3BC23hPMIDbNN4c3VlnJeJpcO7hAiczLOvV8X5rLFerT0TV9SL7ToDyvR77XHWg9xD2PVUV1yYLKXd5IrdKD7YAq1VvVjjVYONyjSW36IBOB1poCaN8YHdXLFv6XDPKY_Ms89mDWYOEdL0Wf6ZqCHj6GW6PlSWoxvi-ZDIWJ4ArsvT3KsRJ7eWdG-L10FfQK6W3J4ua584B6DDYRcCjoenxWPoXbr4Yc7oyPB1UbsoQF9VdWUL84tI4H0hP5cHHtFY4Tt7LYSpJYeMEEGijMMliFpoesEdVjwhjSGnT-gnbX42dlQqXuS1kBzIWgzZsfaQg9ooA/https%3A%2F%2Fcase-studies.gan-ally-bu.com%2Farticle%2F2024_hitachi-systems
https://secure-web.cisco.com/16HyrVQY-ykf6xy4HoDb5sl0LGKfHnmGfxHkqEe-x6MckGYVrCoAgyvtQkJPyjRvMjejTuecVEf5Xc895xxPTFukTdPzTlwJtAXFnE9RfA8AObNnrMwE3Fz5ZiUeBzsyG6vcredeQdjEwcoNe0OI6kfFaCUXopPurGqIXlbBHQlMnNFZtEQOJGyWhxTNWhXwJmiuK6UfzpMHtVJjzJFkX42Z9TQgEKbmYkOjtO9LQdN5QHoQNkXbMpKvoEo2Sfv64h1xWq6i-EN6TBsa2Vol0LdLZlgYI0CpWS6qfuE5ShWAilj17mNwITvUrZDwJwMTIFJAm_BRkhsvLGlNKD0zRtQ/https%3A%2F%2Fcase-studies.gan-ally-bu.com%2Farticle%2F2024_hokkaido-hitachi-systems
https://case-studies.gan-ally-bu.com/article/2024_kyushu-hitachi-systems
https://case-studies.gan-ally-bu.com/article/2024_hitachi-systems-es
https://case-studies.gan-ally-bu.com/article/2024_hitachi-systems-fs
https://case-studies.gan-ally-bu.com/article/2024_hitachi-systems-ps
https://www.gan-ally-bu.com/
https://www.hitachi-systems.com/sustainability/social_report/employees/index.html
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■日立システムズについて 
日立システムズは、強みであるさまざまな業種の課題解決で培ってきたお客さまの業務知識やノウハウを持つ人

財が、日立グループ各社やビジネスパートナーと連携し、One HitachiでLumada事業を中心に展開することにより、
お客さまのデジタル変革を徹底的にサポート。日立グループのサステナビリティ戦略の下、環境・社会・企業統治を考
慮した経営を推進することで、国連が定める持続可能な開発目標 SDGs の課題解決に向けた価値を創出し、企
業理念に掲げる「真に豊かな社会の実現に貢献」してまいります。 
詳細は https://www.hitachi-systems.com/ をご覧ください。 

 
■お客さまからのお問い合わせ先 
株式会社日立システムズ お問い合わせWebフォーム 
https://www.hitachi-systems.com/form/contactus.html 

以上 

*記載の会社名、製品名はそれぞれの会社の商標または登録商標です。 

https://www.hitachi-systems.com/
https://www.hitachi-systems.com/form/contactus.html

